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(57)【要約】
　複数の信号線（１３）のそれぞれは、複数の画素行の
それぞれに対応した領域内において、当該信号線（１３
）に隣接する２つの画素電極（１１）のうちの一方の画
素電極（１１）のみに重なる第１直線部（１３ａ）と、
他方の画素電極（１１）のみに重なる第２直線部（１３
ｂ）と、第１直線部（１３ａ）および第２直線部（１３
ｂ）を互いに連結する屈曲部（１３ｃ）とを含み、複数
の信号線（１３）のうちの行方向に沿って隣接する任意
の２本の信号線（１３）は、列方向における屈曲部（１
３ｃ）の位置が互いに異なる液晶表示装置であって、画
素ごとにソース・ドレイン間容量Ｃｓｄを容易に調整し
うる液晶表示装置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の行および複数の列を含むマトリクス状に配列された複数の画素を有し、
　前記複数の画素のそれぞれに設けられた画素電極、行方向に延びる複数の走査線および
列方向に延びる複数の信号線を有するアクティブマトリクス基板と、
　前記アクティブマトリクス基板に対向する対向基板と、
　前記アクティブマトリクス基板と前記対向基板との間に設けられた液晶層と、を備えた
液晶表示装置であって、
　前記複数の信号線のそれぞれは、前記複数の画素によって構成される複数の画素行のそ
れぞれに対応した領域内において、当該信号線に隣接する２つの前記画素電極のうちの一
方の画素電極のみに重なる第１直線部と、他方の画素電極のみに重なる第２直線部と、前
記第１直線部および前記第２直線部を互いに連結する屈曲部とを含み、
　前記複数の信号線のうちの行方向に沿って隣接する任意の２本の信号線は、列方向にお
ける前記屈曲部の位置が互いに異なる液晶表示装置。
【請求項２】
　前記複数の信号線のうちの少なくとも一部の信号線の前記第１直線部および前記第２直
線部の幅が互いに異なる請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　複数の行および複数の列を含むマトリクス状に配列された複数の画素を有し、
　前記複数の画素のそれぞれに設けられた画素電極、行方向に延びる複数の走査線および
列方向に延びる複数の信号線を有するアクティブマトリクス基板と、
　前記アクティブマトリクス基板に対向する対向基板と、
　前記アクティブマトリクス基板と前記対向基板との間に設けられた液晶層と、を備えた
液晶表示装置であって、
　前記複数の信号線のそれぞれは、前記複数の画素によって構成される複数の画素行のそ
れぞれに対応した領域内において、当該信号線に隣接する２つの前記画素電極のうちの一
方の画素電極のみに重なる第１直線部と、他方の画素電極のみに重なる第２直線部と、前
記第１直線部および前記第２直線部を互いに連結する屈曲部とを含み、
　前記複数の信号線のうちの少なくとも一部の信号線の前記第１直線部および前記第２直
線部の幅が互いに異なる液晶表示装置。
【請求項４】
　前記複数の画素行のそれぞれは、相対的に大きな面積を有する大画素と、相対的に小さ
な面積を有する小画素とを含む請求項１から３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記大画素の画素電極と前記大画素の画素電極に階調電圧を供給する信号線とが重なっ
ている領域の面積は、前記小画素の画素電極と前記小画素の画素電極に階調電圧を供給す
る信号線とが重なっている領域の面積よりも大きい請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記大画素におけるソース・ドレイン間容量Ｃｓｄの画素容量Ｃｐｉｘに対する比Ｃｓ
ｄ／Ｃｐｉｘと、前記小画素におけるソース・ドレイン間容量Ｃｓｄの画素容量Ｃｐｉｘ
に対する比Ｃｓｄ／Ｃｐｉｘとが実質的に等しい請求項４または５に記載の液晶表示装置
。
【請求項７】
　行方向に沿って前記大画素と前記小画素とが交互に配置されている請求項４から６のい
ずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記大画素に隣接する２本の信号線のうちの一方の信号線と前記大画素の画素電極とが
重なっている領域の面積は、他方の信号線と前記大画素の画素電極とが重なっている領域
の面積に実質的に等しく、
　前記小画素に隣接する２本の信号線のうちの一方の信号線と前記小画素の画素電極とが
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重なっている領域の面積は、他方の信号線と前記小画素の画素電極とが重なっている領域
の面積に実質的に等しい請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記複数の画素は、赤を表示する赤画素、緑を表示する緑画素および青を表示する青画
素を含む請求項１から８のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記複数の画素は、黄を表示する黄画素をさらに含む請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記赤画素は前記大画素である請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記青画素は前記大画素であり、前記緑画素および前記黄画素はそれぞれ前記小画素で
ある請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記複数の画素のそれぞれは、それぞれ内の前記液晶層に互いに異なる電圧を印加する
ことができる複数のサブ画素を有する請求項１から１２のいずれかに記載の液晶表示装置
。
【請求項１４】
　前記複数のサブ画素は、列方向に沿って配置されており、
　前記屈曲部は、前記複数のサブ画素のうちのあるサブ画素に対応する位置に設けられて
おり、前記複数の信号線のそれぞれは、前記あるサブ画素とは異なるサブ画素に対応する
位置に設けられたさらなる屈曲部を有する請求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記複数の信号線のうちの行方向に沿って隣接する任意の２本の信号線は、列方向にお
ける前記さらなる屈曲部の位置が互いに異なる請求項１４に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、液晶表示装置が様々な用途に利用されている。一般的な液晶表示装置では、光の
三原色である赤、緑、青を表示する３つの画素によって１つの絵素が構成されており、そ
のことによってカラー表示が可能になっている。
【０００３】
　しかしながら、従来の液晶表示装置は、表示可能な色の範囲（「色再現範囲」と呼ばれ
る。）が狭いという問題を有している。色再現範囲が狭いと、物体色（自然界に存在する
様々な物体の色である；非特許文献１参照）の一部を表示することができない。そこで、
液晶表示装置の色再現範囲を広くするために、表示に用いる原色の数を増やす手法が提案
されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、図１８に示すように、赤を表示する赤画素Ｒ、緑を表示する
緑画素Ｇおよび青を表示する青画素Ｂに加えて黄を表示する黄画素Ｙを含む４つの画素に
よって１つの絵素Ｐが構成された液晶表示装置８００が開示されている。この液晶表示装
置８００では、４つの画素によって表示される赤、緑、青、黄の４つの原色を混色するこ
とにより、カラー表示が行われる。
【０００５】
　表示に用いる原色の数を増やす、つまり、４つ以上の原色を用いて表示を行うことによ
り、三原色を用いて表示を行う従来の液晶表示装置よりも色再現範囲を広くすることがで
きる。本願明細書では、４つ以上の原色を用いて表示を行う液晶表示装置を「多原色液晶
表示装置」と称し、三原色を用いて表示を行う液晶表示装置を「三原色液晶表示装置」と
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称する。
【０００６】
　ただし、表示に用いる原色の数を増やすと、１絵素あたりの画素の数が増えるので、各
画素の面積は必然的に小さくなる。そのため、各画素が表示する色の明度が低くなる。例
えば、表示に用いる原色の数を３つから４つに増やすと、各画素の面積は約３／４となり
、各画素の明度も約３／４となる。また、表示に用いる原色の数を３つから６つに増やす
と、各画素の面積は約１／２となり、各画素の明度も約１／２となる。
【０００７】
　緑や青を表示する画素については、明度が低下しても種々の物体色を十分に表示するこ
とができるが、赤を表示する画素については、明度が低下すると一部の物体色を表示でき
なくなる。このように、用いる原色の数を増やすことによって明度が低下すると、赤の表
示品位が低下し、赤がどす黒い赤（つまり暗い赤）となってしまう。
【０００８】
　この問題を解決するための技術が特許文献２に提案されている。図１９に、特許文献２
に開示されている液晶表示装置９００を示す。液晶表示装置９００の各絵素Ｐは、赤画素
Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび黄画素Ｙによって構成されている。ただし、液晶表示装置
９００では、図１９に示すように、赤画素Ｒおよび青画素Ｂの面積が相対的に大きく、緑
画素Ｇおよび黄画素Ｙの面積が相対的に小さい。このように、１つの絵素Ｐを単純に４つ
に等分割した場合と比べて赤画素Ｒの面積を大きくすることにより、赤の明度が向上する
ので、明るい赤を表示することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特表２００４－５２９３９６号公報
【特許文献２】国際公開第２００７／１４８５１９号
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】M. R. Pointer, “The gamut of real surface colors”, Color Resea
rch and Application, Vol.5, No.3, pp.145-155 (1980)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、特許文献２の液晶表示装置９００のように、相対的に面積の大きな画素
（以下では「大画素」と呼ぶ。）と、相対的に面積の小さな画素（以下では「小画素」と
呼ぶ。）とが混在する場合、単色表示を行ったときの液晶層への印加電圧の実効値に、大
画素と小画素とで差が生じてしまう。
【００１２】
　以下、この理由を説明する。図２０に示すように、画素に充電が行われた後に信号線に
供給される表示信号（ソース信号）が変化すると、ソースとドレインとの間の寄生容量（
ソース・ドレイン間容量）Ｃｓｄを介して画素電極の電位（ドレイン電圧）も変動する。
このときの変動量ΔＶは、ソース信号の変化量（振幅）Ｖｓｐｐ、ソース・ドレイン間容
量Ｃｓｄおよび画素容量Ｃｐｉｘを用いて下式（１）で表される。
　ΔＶ＝Ｖｓｐｐ・（Ｃｓｄ／Ｃｐｉｘ）　　　　　　・・・（１）
【００１３】
　大画素と小画素とでは、ソース・ドレイン間容量Ｃｓｄはほぼ同じであるが、画素容量
Ｃｐｉｘが異なる。従って、式（１）からわかるように、大画素と小画素とでは、ソース
信号の変化量Ｖｓｐｐが同じであっても、ドレイン電圧の変動量ΔＶが異なる。そのため
、大画素と小画素とで、液晶層への印加電圧の実効値に差が生じ、表示品位の低下の原因
となる。
【００１４】
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　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、画素ごとにソース・ド
レイン間容量Ｃｓｄを容易に調整し得る液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明による液晶表示装置は、複数の行および複数の列を含むマトリクス状に配列され
た複数の画素を有し、前記複数の画素のそれぞれに設けられた画素電極、行方向に延びる
複数の走査線および列方向に延びる複数の信号線を有するアクティブマトリクス基板と、
前記アクティブマトリクス基板に対向する対向基板と、前記アクティブマトリクス基板と
前記対向基板との間に設けられた液晶層と、を備えた液晶表示装置であって、前記複数の
信号線のそれぞれは、前記複数の画素によって構成される複数の画素行のそれぞれに対応
した領域内において、当該信号線に隣接する２つの前記画素電極のうちの一方の画素電極
のみに重なる第１直線部と、他方の画素電極のみに重なる第２直線部と、前記第１直線部
および前記第２直線部を互いに連結する屈曲部とを含み、前記複数の信号線のうちの行方
向に沿って隣接する任意の２本の信号線は、列方向における前記屈曲部の位置が互いに異
なる。
【００１６】
　ある好適な実施形態において、前記複数の信号線のうちの少なくとも一部の信号線の前
記第１直線部および前記第２直線部の幅が互いに異なる。
【００１７】
　あるいは、本発明による液晶表示装置は、複数の行および複数の列を含むマトリクス状
に配列された複数の画素を有し、前記複数の画素のそれぞれに設けられた画素電極、行方
向に延びる複数の走査線および列方向に延びる複数の信号線を有するアクティブマトリク
ス基板と、前記アクティブマトリクス基板に対向する対向基板と、前記アクティブマトリ
クス基板と前記対向基板との間に設けられた液晶層と、を備えた液晶表示装置であって、
前記複数の信号線のそれぞれは、前記複数の画素によって構成される複数の画素行のそれ
ぞれに対応した領域内において、当該信号線に隣接する２つの前記画素電極のうちの一方
の画素電極のみに重なる第１直線部と、他方の画素電極のみに重なる第２直線部と、前記
第１直線部および前記第２直線部を互いに連結する屈曲部とを含み、前記複数の信号線の
うちの少なくとも一部の信号線の前記第１直線部および前記第２直線部の幅が互いに異な
る。
【００１８】
　ある好適な実施形態において、前記複数の画素行のそれぞれは、相対的に大きな面積を
有する大画素と、相対的に小さな面積を有する小画素とを含む。
【００１９】
　ある好適な実施形態において、前記大画素の画素電極と前記大画素の画素電極に階調電
圧を供給する信号線とが重なっている領域の面積は、前記小画素の画素電極と前記小画素
の画素電極に階調電圧を供給する信号線とが重なっている領域の面積よりも大きい。
【００２０】
　ある好適な実施形態において、前記大画素におけるソース・ドレイン間容量Ｃｓｄの画
素容量Ｃｐｉｘに対する比Ｃｓｄ／Ｃｐｉｘと、前記小画素におけるソース・ドレイン間
容量Ｃｓｄの画素容量Ｃｐｉｘに対する比Ｃｓｄ／Ｃｐｉｘとが実質的に等しい。
【００２１】
　ある好適な実施形態において、行方向に沿って前記大画素と前記小画素とが交互に配置
されている。
【００２２】
　ある好適な実施形態において、前記大画素に隣接する２本の信号線のうちの一方の信号
線と前記大画素の画素電極とが重なっている領域の面積は、他方の信号線と前記大画素の
画素電極とが重なっている領域の面積に実質的に等しく、前記小画素に隣接する２本の信
号線のうちの一方の信号線と前記小画素の画素電極とが重なっている領域の面積は、他方
の信号線と前記小画素の画素電極とが重なっている領域の面積に実質的に等しい。
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【００２３】
　ある好適な実施形態において、前記複数の画素は、赤を表示する赤画素、緑を表示する
緑画素および青を表示する青画素を含む。
【００２４】
　ある好適な実施形態において、前記複数の画素は、黄を表示する黄画素をさらに含む。
【００２５】
　ある好適な実施形態において、前記赤画素は前記大画素である。
【００２６】
　ある好適な実施形態において、前記青画素は前記大画素であり、前記緑画素および前記
黄画素はそれぞれ前記小画素である。
【００２７】
　ある好適な実施形態において、前記複数の画素のそれぞれは、それぞれ内の前記液晶層
に互いに異なる電圧を印加することができる複数のサブ画素を有する。
【００２８】
　ある好適な実施形態において、前記複数のサブ画素は、列方向に沿って配置されており
、前記屈曲部は、前記複数のサブ画素のうちのあるサブ画素に対応する位置に設けられて
おり、前記複数の信号線のそれぞれは、前記あるサブ画素とは異なるサブ画素に対応する
位置に設けられたさらなる屈曲部を有する。
【００２９】
　ある好適な実施形態において、前記複数の信号線のうちの行方向に沿って隣接する任意
の２本の信号線は、列方向における前記さらなる屈曲部の位置が互いに異なる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、画素ごとにソース・ドレイン間容量Ｃｓｄを容易に調整し得る液晶表
示装置が提供される。本発明によれば、例えば、面積の異なる画素が混在する液晶表示装
置において、液晶層への実効的な印加電圧のばらつきを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図である。
【図２】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図であり、
１つの絵素Ｐ（４つの画素）に対応した領域を示す平面図である。
【図３】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図であり、
図２中の３Ａ－３Ａ’線に沿った断面図である。
【図４】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図である。
【図５】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置２００を模式的に示す図である。
【図６】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置２００を模式的に示す図であり、
１つの絵素Ｐ（つまり４つの画素）に対応した領域を示す平面図である。
【図７】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置３００を模式的に示す図である。
【図８】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置３００を模式的に示す図であり、
１つの絵素Ｐ（３つの画素）に対応した領域を示す平面図である。
【図９】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置４００を模式的に示す図であり、
１つの絵素Ｐ（４つの画素）に対応した領域を示す平面図である。
【図１０】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置５００を模式的に示す図であり
、１つの絵素Ｐ（４つの画素）に対応した領域を示す平面図である。
【図１１】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置６００Ａを模式的に示す図であ
り、１つの絵素Ｐ（４つの画素）に対応した領域を示す平面図である。
【図１２】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置６００Ｂを模式的に示す図であ
り、１つの絵素Ｐ（４つの画素）に対応した領域を示す平面図である。
【図１３】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置６００Ｃを模式的に示す図であ
り、１つの絵素Ｐ（３つの画素）に対応した領域を示す平面図である。
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【図１４】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置６００Ｄを模式的に示す図であ
り、１つの絵素Ｐ（４つの画素）に対応した領域を示す平面図である。
【図１５】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置６００Ｅを模式的に示す図であ
り、１つの絵素Ｐ（４つの画素）に対応した領域を示す平面図である。
【図１６】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置の改変例を示す図である。
【図１７】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置の改変例を示す図である。
【図１８】従来の液晶表示装置８００を模式的に示す図である。
【図１９】従来の液晶表示装置９００を模式的に示す図である。
【図２０】従来の液晶表示装置９００において液晶層への印加電圧の実効値がばらつく理
由を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態を説明する。なお、本発明は以下の実施形
態に限定されるものではない。
【００３３】
　（実施形態１）
　図１に、本実施形態における液晶表示装置１００を示す。液晶表示装置１００は、図１
に示すように、複数の行および複数の列を含むマトリクス状に配列された複数の画素を有
する。複数の画素は、赤を表示する赤画素Ｒ、緑を表示する緑画素Ｇ、青を表示する青画
素Ｂおよび黄を表示する黄画素Ｙを含む。行方向に沿って連続する４つの画素によって、
カラー表示を行う最小の単位である１つの絵素Ｐが規定される。各絵素Ｐ内で、４つの画
素は、左側から右側に向かって赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂ、黄画素Ｙの順で配置され
ている。
【００３４】
　液晶表示装置１００では、図１に示すように、赤画素Ｒおよび青画素Ｂの面積が、緑画
素Ｇおよび黄画素Ｙの面積よりも大きい。つまり、本実施形態では、複数の画素によって
構成される複数の画素行のそれぞれが、相対的に大きな面積を有する「大画素」と、相対
的に小さな面積を有する「小画素」とを含んでいる。大画素（赤画素Ｒまたは青画素Ｂ）
と小画素（緑画素Ｇまたは黄画素Ｙ）とは、行方向に沿って交互に配置されている。
【００３５】
　図２および図３を参照しながら、液晶表示装置１００の構造をより具体的に説明する。
図２は、液晶表示装置１００の１つの絵素Ｐ（つまり４つの画素）に対応した領域を示す
平面図である。図３は、２つの画素に対応した領域を示す断面図であり、図２中の３Ａ－
３Ａ’線に沿った断面図である。
【００３６】
　液晶表示装置１００は、アクティブマトリクス基板１０と、アクティブマトリクス基板
１０に対向する対向基板２０と、アクティブマトリクス基板１０と対向基板２０との間に
設けられた液晶層３０とを有する。
【００３７】
　アクティブマトリクス基板１０は、複数の画素のそれぞれに設けられた画素電極１１と
、行方向に延びる複数の走査線１２と、列方向に延びる複数の信号線１３とを有する。画
素電極１１は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１４に接続されている。ＴＦＴ１４は、対応
する走査線１２から走査信号を供給され、対応する信号線１３から表示信号を供給される
。
【００３８】
　走査線１２は、絶縁性を有する透明基板（例えばガラス基板）１０ａ上に設けられてい
る。また、透明基板１０ａ上には、行方向に延びる補助容量線１５も設けられている。補
助容量線１５は、走査線１２と同じ導電膜から形成されている。補助容量線１５の、画素
の中央付近に位置する部分１５ａは、他の部分よりも幅が広く、この部分１５ａが補助容
量対向電極として機能する。補助容量対向電極１５ａは、補助容量線１５から補助容量対
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向電圧（ＣＳ電圧）を供給される。
【００３９】
　走査線１２および補助容量線１５を覆うように、ゲート絶縁膜１６が設けられている。
ゲート絶縁膜１６上に、信号線１３が設けられている。また、ゲート絶縁膜１６上には、
補助容量電極１７も設けられている。補助容量電極１７は、信号線１３と同じ導電膜から
形成されている。補助容量電極１７は、ＴＦＴ１４のドレイン電極に電気的に接続されて
おり、ＴＦＴ１４を介して画素電極１１と同じ電圧を供給される。
【００４０】
　信号線１３および補助容量電極１７を覆うように、層間絶縁膜１８が設けられている。
層間絶縁膜１８上に、画素電極１１が設けられている。画素電極１１は、そのエッジ部が
層間絶縁膜１８を介して走査線１２および信号線１３に重畳するように形成されている。
【００４１】
　アクティブマトリクス基板１０の最表面（液晶層３０側の最表面）には、配向膜１９が
形成されている。配向膜１９としては、表示モードに応じて水平配向膜または垂直配向膜
が設けられる。
【００４２】
　対向基板２０は、画素電極１１に対向する対向電極２１を有する。対向電極２１は、絶
縁性を有する透明基板（例えばガラス基板）２０ａ上に設けられている。対向基板２０の
最表面（液晶層３０側の最表面）には、配向膜２９が形成されている。配向膜２９として
は、表示モードに応じて水平配向膜または垂直配向膜が設けられる。
【００４３】
　また、ここでは図示していないが、対向基板２０は、典型的には、カラーフィルタ層お
よび遮光層（ブラックマトリクス）をさらに有する。カラーフィルタ層は、赤画素Ｒ、緑
画素Ｇ、青画素Ｂおよび黄画素Ｙに対応するように、赤色の光を透過する赤カラーフィル
タ、緑色の光を透過する緑カラーフィルタ、青色の光を透過する青カラーフィルタおよび
黄色の光を透過する黄カラーフィルタを含んでいる。
【００４４】
　液晶層３０は、表示モードに応じて正または負の誘電異方性を有する液晶分子（不図示
）を含み、さらに、必要に応じてカイラル剤を含む。
【００４５】
　上述した構造を有する液晶表示装置１００では、画素電極１１と、画素電極１１に対向
する対向電極２１と、これらの間に位置する液晶層３０とによって液晶容量ＣLCが構成さ
れる。また、補助容量電極１７と、補助容量電極１７に対向する補助容量対向電極１５ａ
と、これらの間に位置するゲート絶縁膜１６とによって補助容量ＣCSが構成される。液晶
容量ＣLCと、液晶容量ＣLCに並列に設けられた補助容量ＣCSとによって、画素容量Ｃｐｉ
ｘが構成される。
【００４６】
　複数の信号線１３のそれぞれは、図２に示すように、各画素行に対応した領域内におい
て、当該信号線１３に隣接する２つの画素電極１１のうちの一方の画素電極１１のみに重
なる第１直線部１３ａと、他方の画素電極１１のみに重なる第２直線部１３ｂと、第１直
線部１３ａおよび第２直線部１３ｂを互いに連結する屈曲部１３ｃとを含む。各信号線１
３の第１直線部１３ａは、当該信号線１３からＴＦＴ１４を介して表示信号（階調電圧）
を供給される方の画素電極１１に重なっており、第２直線部１３ｂは、もう一方の画素電
極１１に重なっている。従って、ある画素の画素電極１１に階調電圧を供給するための信
号線１３を「自ソース」と呼び、その画素に行方向に沿って隣接する画素の画素電極１１
に階調電圧を供給するための信号線１３を「他ソース」と呼ぶとき、各画素電極１１は、
自ソースの第１直線部１３ａと、他ソースの第２直線部１３ｂとに重なっている。
【００４７】
　本実施形態における液晶表示装置１００では、複数の信号線１３のうちの行方向に沿っ
て隣接する任意の２本の信号線１３は、図２に示すように、列方向における屈曲部１３ｃ
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の位置が互いに異なる。
【００４８】
　具体的には、赤画素Ｒに隣接する２本の信号線１３のうちの左側の信号線１３（赤画素
Ｒの画素電極１１にとっての自ソース）の屈曲部１３ｃは、列方向における画素の中央よ
りも下方に位置し、右側の信号線１３（赤画素Ｒの画素電極１１にとっての他ソース）の
屈曲部１３ｃは、列方向における画素の中央よりも上方に位置する。また、緑画素Ｇに隣
接する２本の信号線１３のうちの左側の信号線１３（緑画素Ｇの画素電極１１にとっての
自ソース）の屈曲部１３ｃは、列方向における画素の中央よりも上方に位置し、右側の信
号線１３（緑画素Ｇの画素電極１１にとっての他ソース）の屈曲部１３ｃは、列方向にお
ける画素の中央よりも下方に位置する。
【００４９】
　さらに、青画素Ｂに隣接する２本の信号線１３のうちの左側の信号線１３（青画素Ｂの
画素電極１１にとっての自ソース）の屈曲部１３ｃは、列方向における画素の中央よりも
下方に位置し、右側の信号線１３（青画素Ｂの画素電極１１にとっての他ソース）の屈曲
部１３ｃは、列方向における画素の中央よりも上方に位置する。また、黄画素Ｙに隣接す
る２本の信号線１３のうちの左側の信号線１３（黄画素Ｙの画素電極１１にとっての自ソ
ース）の屈曲部１３ｃは、列方向における画素の中央よりも上方に位置し、右側の信号線
１３（黄画素Ｙの画素電極１１にとっての他ソース）の屈曲部１３ｃは、列方向における
画素の中央よりも下方に位置する。
【００５０】
　屈曲部１３ｃが上述したように配置されている結果、大画素（赤画素Ｒまたは青画素Ｂ
）の画素電極１１とこれに階調電圧を供給する信号線１３（自ソース）とが重なっている
領域の面積は、小画素（緑画素Ｇまたは黄画素Ｙ）の画素電極１１とこれに階調電圧を供
給する信号線１３（自ソース）とが重なっている領域の面積よりも大きい。従って、大画
素におけるソース・ドレイン間容量Ｃｓｄは、小画素におけるソース・ドレイン間容量Ｃ
ｓｄよりも大きい。そのため、大画素と小画素とでの、ドレイン電圧の変動量ΔＶ（式（
１）で表される）の差を小さくすることができ、大画素と小画素とで液晶層３０への印加
電圧の実効値に差が生じることが抑制される。
【００５１】
　上述したように、本実施形態の液晶表示装置１００では、列方向における屈曲部１３ｃ
の位置を隣接する２本の信号線１３間で異ならせることによって、大画素のソース・ドレ
イン間容量Ｃｓｄと小画素のソース・ドレイン間容量Ｃｓｄを異ならせており、そのこと
によって液晶層３０への実効的な印加電圧のばらつきが抑制される。
【００５２】
　大画素と小画素とでのΔＶの差を小さくする観点からは、大画素におけるソース・ドレ
イン間容量Ｃｓｄの画素容量Ｃｐｉｘに対する比Ｃｓｄ／Ｃｐｉｘ（「β値」と呼ばれる
こともある。）と、小画素におけるソース・ドレイン間容量Ｃｓｄの画素容量Ｃｐｉｘに
対する比Ｃｓｄ／Ｃｐｉｘとの差ができるだけ小さいことが好ましく、具体的には、±１
５％以下であることが好ましい。また、大画素のβ値（Ｃｓｄ／Ｃｐｉｘ）と、小画素の
β値（Ｃｓｄ／Ｃｐｉｘ）とは、実質的に等しいことがさらに好ましい。大画素のβ値と
小画素のβ値とが実質的に等しい（具体的には両者の差が±５％以下）ことにより、大画
素と小画素とでΔＶを実質的に等しくすることができる。
【００５３】
　なお、ソース・ドレイン間容量Ｃｓｄには、厳密には、自ソースとドレインとの間の寄
生容量（「Ｃｓｄ（自）」と表記する。）と、他ソースとドレインとの間の寄生容量（「
Ｃｓｄ（他）」と表記する。）の２種類が存在する。単色表示を行う場合、画素電極１１
（点灯する画素の画素電極１１）の電位は、自ソースの電圧変化の影響のみを受ける（他
ソースの信号は変動しない）ので、本願明細書において、ソース・ドレイン間容量Ｃｓｄ
と言う場合、特にことわらない限り、自ソース・ドレイン間容量Ｃｓｄ（自）を指すもの
とする。
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【００５４】
　また、混色表示を行う場合（自ソースおよび他ソースの信号がともに変動する場合）に
は、画素電極１１の電位は、自ソースの電圧変化だけでなく、他ソースの電圧変化の影響
も受ける。従って、両者の影響を相殺する（ソースライン反転駆動やドット反転駆動の場
合、自ソースと他ソースとには極性の異なる電圧が供給される。）ために、自ソース・ド
レイン間容量Ｃｓｄ（自）と他ソース・ドレイン間容量Ｃｓｄ（他）とは、実質的に等し
いことが好ましい。そのため、図２に例示しているように、大画素に隣接する（大画素を
挟むように配置された）２本の信号線１３のうちの一方の信号線１３と大画素の画素電極
１１とが重なっている領域の面積は、他方の信号線１３と大画素の画素電極１１とが重な
っている領域の面積に実質的に等しいことが好ましく、小画素に隣接する（小画素を挟む
ように配置された）２本の信号線１３のうちの一方の信号線１３と小画素の画素電極１１
とが重なっている領域の面積は、他方の信号線１３と小画素の画素電極１１とが重なって
いる領域の面積に実質的に等しいことが好ましい。本実施形態のように、行方向に沿って
大画素と小画素とが交互に配置されていると、自ソース・ドレイン間容量Ｃｓｄ（自）と
他ソース・ドレイン間容量Ｃｓｄ（他）とを実質的に等しくすることが容易である。
【００５５】
　なお、本実施形態では、赤画素Ｒおよび青画素Ｂがそれぞれ大画素であり、緑画素Ｇお
よび黄画素Ｙがそれぞれ小画素である場合を例示したが、本発明はこれに限定されるもの
ではない。どの画素の面積を相対的に大きく（あるいは小さく）するかは、液晶表示装置
の用途や仕様等に応じて適宜決定すればよい。本実施形態のように、赤画素Ｒが大画素で
あると、赤の明度が向上し、明るい赤を表示し得るという効果が得られる。
【００５６】
　また、本実施形態では、各絵素Ｐ内で複数の画素が１行複数列に配置されている構成を
例示したが、図４に示すように、各絵素Ｐ内で複数の画素が複数行複数列に配置されてい
てもよい。図４に示す構成では、ある画素行では大画素である赤画素Ｒと小画素である緑
画素Ｇとが交互に配置され、それに隣接する画素行では大画素である青画素Ｂと小画素で
ある黄画素Ｙとが交互に配置されている。従って、各絵素Ｐ内で４つの画素が２行２列に
配置されている。このような構成においても、列方向における屈曲部１３ｃの位置を隣接
する２本の信号線１３間で異ならせることによって、液晶層３０への実効的な印加電圧の
ばらつきを抑制することができる。
【００５７】
　（実施形態２）
　図５および図６を参照しながら、本実施形態における液晶表示装置２００を説明する。
液晶表示装置２００では、図５および図６に示すように、赤画素Ｒ、緑画素Ｇおよび青画
素Ｂの面積が相対的に大きく、黄画素Ｙの面積が相対的に小さい。つまり、赤画素Ｒ、緑
画素Ｇおよび青画素Ｂが大画素であり、黄画素Ｙが小画素である。
【００５８】
　各絵素Ｐ内で、４つの画素は、左側から右側に向かって赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂ
、黄画素Ｙの順で配置されている。従って、行方向に沿って大画素、大画素、大画素、小
画素がこの順で繰り返し配置されている。
【００５９】
　液晶表示装置２００においても、複数の信号線１３のうちの行方向に沿って隣接する任
意の２本の信号線１３は、列方向における屈曲部１３ｃの位置が互いに異なる。このこと
により、大画素（赤画素Ｒ、緑画素Ｇまたは青画素Ｂ）の画素電極１１とこれに階調電圧
を供給する信号線１３（自ソース）とが重なっている領域の面積は、小画素（黄画素Ｙ）
の画素電極１１とこれに階調電圧を供給する信号線１３（自ソース）とが重なっている領
域の面積よりも大きい。従って、大画素におけるソース・ドレイン間容量Ｃｓｄは、小画
素におけるソース・ドレイン間容量Ｃｓｄよりも大きい。そのため、大画素と小画素とで
の、ドレイン電圧の変動量ΔＶの差を小さくすることができ、大画素と小画素とで液晶層
３０への印加電圧の実効値に差が生じることが抑制される。
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【００６０】
　なお、液晶表示装置２００では、各絵素Ｐの３つの大画素間で、画素電極１１と自ソー
スとが重なっている領域の面積が異なっているので、３つの大画素間で自ソース・ドレイ
ン間容量Ｃｓｄ（自）は一致しておらず、大画素同士でドレイン電圧の変動量ΔＶが完全
には一致しない。しかしながら、表示品位に対しては、ΔＶのばらつきだけでなく、ΔＶ
の絶対値も影響を与えるので、小画素におけるΔＶだけが突出して大きくなるよりは、大
画素間でΔＶに多少のばらつきが生じてでも、小画素におけるΔＶを小さくすることが好
ましい。
【００６１】
　また、液晶表示装置２００では、各絵素Ｐの３つの大画素間で、自ソースおよび他ソー
スと画素電極１１とが重なっている領域の面積が実質的に等しいので、３つの大画素間で
自ソース・ドレイン間容量Ｃｓｄ（自）と他ソース・ドレイン間容量Ｃｓｄ（他）の合計
がほぼ一致している。そのため、画素の充電率や、ゲート信号の引き込みによる電圧変化
（ΔＶｄ）等の影響が大画素間で等しくなるという効果が得られる。
【００６２】
　（実施形態３）
　図７および図８を参照しながら、本実施形態における液晶表示装置３００を説明する。
液晶表示装置３００では、図７および図８に示すように、各絵素Ｐは、赤画素Ｒ、緑画素
Ｇおよび青画素Ｂによって規定される。従って、液晶表示装置３００は多原色液晶表示装
置ではなく、三原色液晶表示装置である。また、赤画素Ｒ、緑画素Ｇおよび青画素Ｂの面
積は互いに等しい。つまり、液晶表示装置３００では、画素の面積は均一であり、大画素
および小画素が混在していない。
【００６３】
　液晶表示装置３００においても、複数の信号線１３のうちの行方向に沿って隣接する任
意の２本の信号線１３は、列方向における屈曲部１３ｃの位置が互いに異なる。このこと
により、画素電極１１とこれに階調電圧を供給する信号線１３（自ソース）とが重なって
いる領域の面積は、赤画素Ｒよりも青画素Ｂにおいて大きく、緑画素Ｇにおいてさらに大
きい。従って、赤画素Ｒのソース・ドレイン間容量Ｃｓｄよりも青画素Ｂのソース・ドレ
イン間容量Ｃｓｄが大きく、緑画素Ｇのソース・ドレイン間容量Ｃｓｄがさらに大きい。
【００６４】
　このように、各画素の面積が均一な場合においても、隣接する２本の信号線１３間で列
方向における屈曲部１３ｃの位置を異ならせることにより、各画素のソース・ドレイン間
容量Ｃｓｄを任意の値に設定することができる。例えば、緑色は赤色や青色に比べて視感
度が高いため、緑画素Ｇは、赤画素Ｒや青画素Ｂよりも液晶層への印加電圧の実効値が変
化することによる表示不良が視認されやすい。そのため、緑画素Ｇのソース・ドレイン間
容量Ｃｓｄを他の画素よりも小さく（図７および図８に例示している構成とは逆である）
することにより、緑画素Ｇにおける実効値の変化を抑制することができる。
【００６５】
　（実施形態４）
　図９を参照しながら、本実施形態における液晶表示装置４００を説明する。液晶表示装
置４００の複数の画素は、液晶表示装置１００の複数の画素と同様に、相対的に大きな面
積を有する（つまり大画素である）赤画素Ｒおよび青画素Ｂと、相対的に小さな面積を有
する（つまり小画素である）緑画素Ｇおよび黄画素Ｙによって規定される。
【００６６】
　液晶表示装置４００では、図９に示すように、複数の信号線１３は、列方向における屈
曲部１３ｃの位置がすべて同じである。ただし、各信号線１３の第１直線部１３ａおよび
第２直線部１３ｂの幅が互いに異なっている。具体的には、大画素である赤画素Ｒおよび
青画素Ｂの自ソースについては、第１直線部１３ａが相対的に太く、第２直線部１３ｂが
相対的に細い。これに対し、小画素である緑画素Ｇおよび黄画素Ｙの自ソースについては
、第１直線部１３ａが相対的に細く、第２直線部１３ｂが相対的に太い。
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【００６７】
　上述したように信号線１３の幅が屈曲部１３ｃを境として変化している結果、大画素（
赤画素Ｒまたは青画素Ｂ）の画素電極１１とこれに階調電圧を供給する信号線１３（自ソ
ース）とが重なっている領域の面積は、小画素（緑画素Ｇまたは黄画素Ｙ）の画素電極１
１とこれに階調電圧を供給する信号線１３（自ソース）とが重なっている領域の面積より
も大きい。従って、大画素におけるソース・ドレイン間容量Ｃｓｄは、小画素におけるソ
ース・ドレイン間容量Ｃｓｄよりも大きい。そのため、大画素と小画素とでの、ドレイン
電圧の変動量ΔＶの差を小さくすることができ、大画素と小画素とで液晶層への印加電圧
の実効値に差が生じることが抑制される。
【００６８】
　上述したように、本実施形態の液晶表示装置４００では、信号線１３の第１直線部１３
ａの幅と第２直線部１３ｂの幅とを互いに異ならせることによって、大画素のソース・ド
レイン間容量Ｃｓｄと小画素のソース・ドレイン間容量Ｃｓｄを異ならせており、そのこ
とによって液晶層への実効的な印加電圧のばらつきが抑制される。
【００６９】
　なお、図９には、行方向に沿って大画素と小画素とが交互に配置されている構成を例示
したが、大画素および小画素の配置はこれに限定されるものではない。例えば、図５に示
したように、行方向に沿って大画素、大画素、大画素、小画素がこの順で繰り返し配置さ
れている構成においても、信号線１３の第１直線部１３ａおよび第２直線部１３ｂの幅を
互いに異ならせ、それによって大画素のソース・ドレイン間容量Ｃｓｄと小画素のソース
・ドレイン間容量Ｃｓｄとを異ならせてもよい。その場合、すべての信号線１３について
第１直線部１３ａの幅と第２直線部１３ｂの幅とを異ならせる必要はなく、少なくとも一
部の信号線１３について第１直線部１３ａの幅と第２直線部１３ｂの幅とを異ならせれば
よい。具体的には、大画素の画素電極１１と小画素の画素電極１１の両方に重なる信号線
１３についてのみ、第１直線部１３ａの幅と第２直線部１３ｂの幅とを異ならせればよく
、大画素の画素電極１１にのみ重なる信号線１３の第１直線部１３ａおよび第２直線部１
３ｂの幅は互いに同じであってよい。
【００７０】
　また、図７に示したように各画素の面積が均一である構成において、信号線１３の第１
直線部１３ａおよび第２直線部１３ｂの幅を互いに異ならせ、それによって各画素のソー
ス・ドレイン間容量Ｃｓｄを任意の値に設定してもよい。
【００７１】
　（実施形態５）
　図１０を参照しながら、本実施形態における液晶表示装置５００を説明する。液晶表示
装置５００の複数の画素は、液晶表示装置１００の複数の画素と同様に、相対的に大きな
面積を有する（つまり大画素である）赤画素Ｒおよび青画素Ｂと、相対的に小さな面積を
有する（つまり小画素である）緑画素Ｇおよび黄画素Ｙによって規定される。
【００７２】
　液晶表示装置５００では、図１０に示すように、複数の信号線１３のうちの行方向に沿
って隣接する任意の２本の信号線１３は、列方向における屈曲部１３ｃの位置が互いに異
なっている。また、各信号線１３の第１直線部１３ａおよび第２直線部１３ｂの幅が互い
に異なっている。具体的には、大画素である赤画素Ｒおよび青画素Ｂの自ソースについて
は、第１直線部１３ａが相対的に太く、第２直線部１３ｂが相対的に細い。これに対し、
小画素である緑画素Ｇおよび黄画素Ｙの自ソースについては、第１直線部１３ａが相対的
に細く、第２直線部１３ｂが相対的に太い。
【００７３】
　上述したように、本実施形態の液晶表示装置５００では、隣接する２本の信号線１３間
で列方向における屈曲部１３ｃの位置を異ならせる構成と、信号線１３の幅を屈曲部１３
ｃを境として変化させる構成とを組み合わせることによって、大画素のソース・ドレイン
間容量Ｃｓｄと小画素のソース・ドレイン間容量Ｃｓｄを異ならせており、そのことによ
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って液晶層への実効的な印加電圧のばらつきが抑制される。
【００７４】
　なお、図１０には、行方向に沿って大画素と小画素とが交互に配置されているが、勿論
、これ以外の配置（例えば図５の配置）においても、隣接する信号線１３間で屈曲部１３
ｃの位置を異ならせる構成と、信号線１３の幅を部分的に異ならせる構成とを組み合わせ
ることによって、大画素のソース・ドレイン間容量Ｃｓｄと小画素のソース・ドレイン間
容量Ｃｓｄとを異ならせてもよい。
【００７５】
　また、図７に示したように各画素の面積が均一である構成において、隣接する信号線１
３間で屈曲部１３ｃの位置を異ならせる構成と、信号線１３の幅を部分的に異ならせる構
成とを組み合わせ、それによって各画素のソース・ドレイン間容量Ｃｓｄを任意の値に設
定してもよい。
【００７６】
　（実施形態６）
　本実施形態における液晶表示装置は、マルチ画素駆動（画素分割駆動）を行うことがで
きる。マルチ画素駆動によれば、正面方向から観測したときのγ特性（ガンマ特性）と斜
め方向から観測したときのγ特性とが異なるという問題点、すなわち、γ特性の視角依存
性が改善される。ここで、γ特性とは、表示輝度の階調依存性である。マルチ画素駆動で
は、１つの画素を互いに異なる輝度を表示できる複数のサブ画素で構成し、画素に入力さ
れる表示信号に対応した所定の輝度を表示する。つまり、マルチ画素駆動とは、複数のサ
ブ画素の互いに異なるγ特性を合成することによって、画素のγ特性の視角依存性を改善
する技術である。
【００７７】
　図１１～図１５に、本実施形態における液晶表示装置６００Ａ～６００Ｅを示す。液晶
表示装置６００Ａ～６００Ｅの各画素は、それぞれ内の液晶層に互いに異なる電圧を印加
することができる複数のサブ画素ｓｐ１およびｓｐ２を有する。複数（具体的には２つ）
のサブ画素ｓｐ１およびｓｐ２は、列方向に沿って配置されている。なお、ここでは２つ
のサブ画素ｓｐ１およびｓｐ２を例示しているが、各画素が３つ以上のサブ画素を有して
いてもよい。
【００７８】
　各画素の画素電極１１は、２つのサブ画素ｓｐ１およびｓｐ２に対応するように２つの
サブ画素電極１１Ａおよび１１Ｂを有する。２つのサブ画素電極１１Ａおよび１１Ｂは、
それぞれ対応するＴＦＴ１４Ａおよび１４Ｂに接続されている。
【００７９】
　２つのＴＦＴ１４Ａおよび１４Ｂのゲート電極は、共通の走査線１２に接続され、同じ
ゲート信号によってオン／オフ制御される。また、２つのＴＦＴ１４Ａおよび１４Ｂのソ
ース電極は、共通の信号線１３に接続されている。
【００８０】
　２つのサブ画素ｓｐ１およびｓｐ２のそれぞれごとに補助容量が設けられている。一方
のサブ画素ｓｐ１の補助容量を構成する補助容量電極１７は、ＴＦＴ１４Ａのドレイン電
極に電気的に接続されており、他方のサブ画素ｓｐ２の補助容量を構成する補助容量電極
１７は、ＴＦＴ１４Ｂのドレイン電極に電気的に接続されている。また、サブ画素ｓｐ１
の補助容量を構成する補助容量対向電極１５ａは補助容量線１５Ａに電気的に接続されて
おり、サブ画素ｓｐ２の補助容量を構成する補助容量対向電極１５ａは、補助容量線１５
Ｂに電気的に接続されている。従って、サブ画素ｓｐ１の補助容量対向電極１５ａとサブ
画素ｓｐ２の補助容量対向電極１５ａとは互いに独立しており、それぞれ補助容量線１５
Ａおよび１５Ｂから互いに異なる電圧（補助容量対向電圧）が供給される。補助容量対向
電極１５ａに供給される補助容量対向電圧を変化させることによって、容量分割を利用し
て、サブ画素ｓｐ１の液晶層３０とサブ画素ｓｐ２の液晶層３０とに印加される実効電圧
を異ならせることができ、それによって、サブ画素ｓｐ１とサブ画素ｓｐ２とで表示輝度
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を異ならせることができる。
【００８１】
　本実施形態における液晶表示装置６００Ａ～６００Ｅも、隣接する２本の信号線１３間
で列方向における屈曲部１３ｃの位置を異ならせる構成および／または信号線１３の幅を
屈曲部１３ｃを境として変化させる（部分的に異ならせる）構成を有している。
【００８２】
　図１１に示す液晶表示装置６００Ａの複数の画素は、実施形態１における液晶表示装置
１００の複数の画素と同様に、相対的に大きな面積を有する（つまり大画素である）赤画
素Ｒおよび青画素Ｂと、相対的に小さな面積を有する（つまり小画素である）緑画素Ｇお
よび黄画素Ｙによって規定される。
【００８３】
　液晶表示装置６００Ａの各信号線１３は、一方のサブ画素ｓｐ１に対応した領域に第１
直線部１３ａ、第２直線部１３ｂおよび屈曲部１３ｃを有する。また、各信号線１３は、
他方のサブ画素ｓｐ２に対応した領域にさらなる第１直線部１３ａ、第２直線部１３ｂお
よび屈曲部１３ｃを有する。
【００８４】
　図１１に示すように、複数の信号線１３のうちの行方向に沿って隣接する任意の２本の
信号線１３は、列方向における屈曲部１３ｃ（サブ画素ｓｐ１に対応して設けられた屈曲
部１３ｃおよびサブ画素ｓｐ２に対応して設けられたさらなる屈曲部１３ｃ）の位置が互
いに異なっている。これにより、大画素（赤画素Ｒまたは青画素Ｂ）の画素電極１１とこ
れに階調電圧を供給する信号線１３（自ソース）とが重なっている領域の面積は、小画素
（緑画素Ｇまたは黄画素Ｙ）の画素電極１１とこれに階調電圧を供給する信号線１３（自
ソース）とが重なっている領域の面積よりも大きい。従って、大画素におけるソース・ド
レイン間容量Ｃｓｄは、小画素におけるソース・ドレイン間容量Ｃｓｄよりも大きい。そ
のため、大画素と小画素とでの、ドレイン電圧の変動量ΔＶの差を小さくすることができ
、大画素と小画素とで液晶層３０への印加電圧の実効値に差が生じることが抑制される。
【００８５】
　図１２に示す液晶表示装置６００Ｂの複数の画素は、実施形態２における液晶表示装置
２００の複数の画素と同様に、相対的に大きな面積を有する（つまり大画素である）赤画
素Ｒ、緑画素Ｇおよび青画素Ｂと、相対的に小さな面積を有する（つまり小画素である）
黄画素Ｙによって規定される。
【００８６】
　図１２に示すように、複数の信号線１３のうちの行方向に沿って隣接する任意の２本の
信号線１３は、列方向における屈曲部１３ｃ（サブ画素ｓｐ１に対応するように設けられ
た屈曲部１３ｃおよびサブ画素ｓｐ２に対応するように設けられたさらなる屈曲部１３ｃ
）の位置が互いに異なっている。このことにより、大画素（赤画素Ｒ、緑画素Ｇまたは青
画素Ｂ）の画素電極１１とこれに階調電圧を供給する信号線１３（自ソース）とが重なっ
ている領域の面積は、小画素（黄画素Ｙ）の画素電極１１とこれに階調電圧を供給する信
号線１３（自ソース）とが重なっている領域の面積よりも大きい。従って、大画素におけ
るソース・ドレイン間容量Ｃｓｄは、小画素におけるソース・ドレイン間容量Ｃｓｄより
も大きい。そのため、大画素と小画素とでの、ドレイン電圧の変動量ΔＶの差を小さくす
ることができ、大画素と小画素とで液晶層への印加電圧の実効値に差が生じることが抑制
される。
【００８７】
　なお、図１１および図１２に示した液晶表示装置６００Ａおよび６００Ｂでは、２つの
サブ画素ｓｐ１およびｓｐ２の両方について、列方向における屈曲部１３ｃの位置を隣接
する２本の信号線１３間で異ならせているが、必ずしもすべてのサブ画素について、屈曲
部１３ｃの位置を隣接する信号線１３間で異ならせる必要はない。つまり、各画素が有す
る複数のサブ画素のうちの少なくとも１つのサブ画素について、屈曲部１３ｃの位置を異
ならせればよい。ただし、表示品位のさらなる向上を図る観点からは、本実施形態の液晶
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表示装置６００Ａおよび６００Ｂのように、すべてのサブ画素について、列方向における
屈曲部１３ｃの位置を隣接する２本の信号線１３間で異ならせることが好ましい。つまり
、あるサブ画素に対応する位置に設けられた屈曲部１３ｃについてだけでなく、それとは
異なるサブ画素に対応する位置に設けられたさらなる屈曲部１３ｃについても、隣接する
信号線１３間で列方向における位置を異ならせることが好ましい。
【００８８】
　図１３に示す液晶表示装置６００Ｃの複数の画素は、実施形態３における液晶表示装置
３００の複数の画素と同様に、等しい面積を有する赤画素Ｒ、緑画素Ｇおよび青画素Ｂに
よって規定される。
【００８９】
　図１３に示すように、各信号線１３は、サブ画素ｓｐ１に対応して設けられた屈曲部１
３ｃと、サブ画素ｓｐ２に対応して設けられたさらなる屈曲部１３ｃとを有する。サブ画
素ｓｐ１に対応する屈曲部１３ｃは、隣接する２本の信号線１３間で列方向における位置
が異なる。これに対し、サブ画素ｓｐ２に対応するさらなる屈曲部１３ｃは、隣接する２
本の信号線１３間で列方向における位置が同じである。
【００９０】
　液晶表示装置６００Ｃにおいては、行方向に沿って隣接する２本の信号線１３間で、列
方向における屈曲部１３ｃ（サブ画素ｓｐ１に対応する屈曲部１３ｃ）の位置が互いに異
なる。このことにより、サブ画素電極１１Ａとこれに階調電圧を供給する信号線１３（自
ソース）とが重なっている領域の面積は、赤画素Ｒよりも青画素Ｂにおいて大きく、緑画
素Ｇにおいてさらに大きい。従って、赤画素Ｒのソース・ドレイン間容量Ｃｓｄよりも青
画素Ｂのソース・ドレイン間容量Ｃｓｄが大きく、緑画素Ｇのソース・ドレイン間容量Ｃ
ｓｄがさらに大きい。
【００９１】
　このように、各画素の面積が均一な場合においても、隣接する２本の信号線１３間で列
方向における屈曲部１３ｃの位置を異ならせることにより、各画素のソース・ドレイン間
容量Ｃｓｄを任意に設定することができる。
【００９２】
　なお、図１３に示した液晶表示装置６００Ｃでは、サブ画素ｓｐ２に対応するさらなる
屈曲部１３ｃは、隣接する信号線１３間で列方向における位置が同じであるが、サブ画素
ｓｐ１に対応する屈曲部１３ｃと同様に、サブ画素ｓｐ２に対応するさらなる屈曲部１３
ｃについても、隣接する信号線１３間で列方向における位置を異ならせてもよい。
【００９３】
　図１４に示す液晶表示装置６００Ｄの複数の画素は、実施形態４における液晶表示装置
４００の複数の画素と同様に、相対的に大きな面積を有する（つまり大画素である）赤画
素Ｒおよび青画素Ｂと、相対的に小さな面積を有する（つまり小画素である）緑画素Ｇお
よび黄画素Ｙによって規定される。
【００９４】
　液晶表示装置６００Ｄでは、図１４に示すように、複数の信号線１３は、列方向におけ
る屈曲部１３ｃの位置がすべて同じである。ただし、各信号線１３の第１直線部１３ａお
よび第２直線部１３ｂの幅が互いに異なっている。具体的には、大画素である赤画素Ｒお
よび青画素Ｂの自ソースについては、第１直線部１３ａが相対的に太く、第２直線部１３
ｂが相対的に細い。これに対し、小画素である緑画素Ｇおよび黄画素Ｙの自ソースについ
ては、第１直線部１３ａが相対的に細く、第２直線部１３ｂが相対的に太い。
【００９５】
　このことにより、大画素（赤画素Ｒまたは青画素Ｂ）の画素電極１１とこれに階調電圧
を供給する信号線１３（自ソース）とが重なっている領域の面積は、小画素（緑画素Ｇま
たは黄画素Ｙ）の画素電極１１とこれに階調電圧を供給する信号線１３（自ソース）とが
重なっている領域の面積よりも大きい。従って、大画素におけるソース・ドレイン間容量
Ｃｓｄは、小画素におけるソース・ドレイン間容量Ｃｓｄよりも大きい。そのため、大画
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素と小画素とでの、ドレイン電圧の変動量ΔＶの差を小さくすることができ、大画素と小
画素とで液晶層への印加電圧の実効値に差が生じることが抑制される。
【００９６】
　図１５に示す液晶表示装置６００Ｅの複数の画素は、実施形態５における液晶表示装置
５００の複数の画素と同様に、相対的に大きな面積を有する（つまり大画素である）赤画
素Ｒおよび青画素Ｂと、相対的に小さな面積を有する（つまり小画素である）緑画素Ｇお
よび黄画素Ｙによって規定される。
【００９７】
　液晶表示装置６００Ｅでは、図１５に示すように、複数の信号線１３のうちの行方向に
沿って隣接する任意の２本の信号線１３は、列方向における屈曲部１３ｃの位置が互いに
異なっている。また、各信号線１３の第１直線部１３ａおよび第２直線部１３ｂの幅が互
いに異なっている。具体的には、大画素である赤画素Ｒおよび青画素Ｂの自ソースについ
ては、第１直線部１３ａが相対的に太く、第２直線部１３ｂが相対的に細い。これに対し
、小画素である緑画素Ｇおよび黄画素Ｙの自ソースについては、第１直線部１３ａが相対
的に細く、第２直線部１３ｂが相対的に太い。
【００９８】
　上述したように、本実施形態の液晶表示装置６００Ｅでは、隣接する２本の信号線１３
間で列方向における屈曲部１３ｃの位置を異ならせる構成と、信号線１３の幅を屈曲部１
３ｃを境として変化させる構成とを組み合わせることによって、大画素のソース・ドレイ
ン間容量Ｃｓｄと小画素のソース・ドレイン間容量Ｃｓｄを異ならせており、そのことに
よって液晶層への実効的な印加電圧のばらつきが抑制される。
【００９９】
　なお、上記実施形態１～６では、１つの絵素Ｐが４つあるいは３つの画素によって規定
される構成を例示したが、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、図１６に示
すように、各絵素Ｐは、６つの画素によって規定されてもよい。図１６に示す構成では、
各絵素Ｐは、赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび黄画素Ｙに加え、シアンを表示するシ
アン画素Ｃおよびマゼンタを表示するマゼンタ画素Ｍを含んでいる。
【０１００】
　また、各絵素Ｐを規定する画素の種類（組み合わせ）も、上述した例に限定されるもの
ではない。例えば、各絵素Ｐが４つの画素によって規定される場合、赤画素Ｒ、緑画素Ｇ
、青画素Ｂおよびシアン画素Ｃによって各絵素Ｐが規定されてもよいし、赤画素Ｒ、緑画
素Ｇ、青画素Ｂおよびマゼンタ画素Ｍによって各絵素Ｐが規定されてもよい。また、図１
７に示すように、各絵素Ｐが赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび白画素Ｗによって規定
されてもよい。図１７に示す構成を採用する場合、対向基板のカラーフィルタ層の白画素
Ｗに対応する領域には、無色透明な（つまり白色の光を透過する）カラーフィルタが設け
られる。図１７の構成では、追加された原色が白であるため、色再現範囲を広くするとい
う効果は得られないが、１つの絵素Ｐ全体の表示輝度を向上させることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１０１】
　本発明によれば、液晶表示装置の画素ごとにソース・ドレイン間容量Ｃｓｄを任意の値
に設定することができる。本発明は、多原色液晶表示装置に好適に用いられ、面積の異な
る画素が混在する構成において特に好適に用いられる。
【符号の説明】
【０１０２】
　１０　　アクティブマトリクス基板
　１０ａ、２０ａ　　透明基板
　１１　　画素電極
　１１Ａ、１１Ｂ　　サブ画素電極
　１２　　走査線
　１３　　信号線



(17) JP WO2011/074497 A1 2011.6.23

10

20

　１３ａ　　第１直線部
　１３ｂ　　第２直線部
　１３ｃ　　屈曲部
　１４、１４Ａ、１４Ｂ　　薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
　１５、１５Ａ、１５Ｂ　　補助容量線
　１５ａ　　補助容量対向電極
　１６　　ゲート絶縁膜
　１７　　補助容量電極
　１８　　層間絶縁膜
　１９、２９　　配向膜
　２０　　対向基板
　２１　　対向電極
　３０　　液晶層
　１００、２００、３００、４００、５００　　液晶表示装置
　６００Ａ、６００Ｂ、６００Ｃ、６００Ｄ、６００Ｅ　　液晶表示装置
　Ｐ　　絵素
　Ｒ　　赤画素
　Ｇ　　緑画素
　Ｂ　　青画素
　Ｙ　　黄画素
　Ｃ　　シアン画素
　Ｍ　　マゼンタ画素
　Ｗ　　白画素
　ｓｐ１、ｓｐ２　　サブ画素

【図１】 【図２】
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